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◇あとがき◇
　次年度予算の攻防のなかで，高額療養費の限
度額引き上げのニュースが注目されています。
一部の地域を除き，子ども医療券など，自己負
担額の窓口無料制度が拡充されている診療科に
携わっている立場からは，にわかには実感のな
い増額ですが，改訂を急ごうとする姿勢から
は，国としての医療費の逼迫が感じられます。
新型コロナウイルス感染症の最盛期には，人々
も医療者も行政も，新しい脅威と対峙すること
に全力を尽くし，集中治療や感染対策，予防に
至るまで，この新たな疾患に対してありったけ
の人力，経済力を駆使して対応することによ
り，未曽有の感染症を抑え込むもとができまし
たが，その際に費やした医療費や，偏った受診
控えなどの影響により，医療経済に大きなひず
みができています。他国での戦闘や天候被害な
ども相まって，日本社会全体が値上げの渦に巻
き込まれているなかで，行政の側の焦りと，患
者サイドの不安など，さまざまな思惑ややり取
りのなかで，高額療養費の限度額引き上げは，
いったんは凍結されました。しかし，周辺から
聞こえてくる各病院のお財布事情も含めて，な
んの変化もなく，このまま同じようには続けて
行くことはでいないだろうと感じている今日こ
の頃です。
　今回の特集は，昨年 6月に開催された第 
121 回東京小児外科研究会で取り上げた
「Hirschsprung病」についての特集とさせていた
だきました。Hirschsprung病は古くて新しい疾
患です。長い時間をかけて新しい病態の解明が
なされたり，主な術式のコンセプトを保ちつつ
経肛門的手術や腹腔鏡手術が取り入れられた
り，発生頻度が多い割には症例ごとの個体差も
大きく，診療に迷う疾患の 1つです。common 
diseaseであるからこそ，「今の標準治療ってな
んだ？」という素朴な疑問からこの特集を企画
しました。今回，各施設の取り組みや術式など
が少しずつ違うことが明らかになり，興味深い
結果になりました。ほかの施設の情報を知り，
各施設での成績の向上を目指して，今後の診療
の一助になるように期待しています。
 （尾花和子）
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